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元気よし！　新１年生！！

＜柿木小学校＞
＜朝倉小学校＞

＜六日市小学校＞

＜七日市小学校＞
＜蔵木小学校＞
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第２０回よしか・夢・花マラソン開催
　令和７年４月２７日に第２０回よしか・夢・花マラソンが開催されました。当日は好天に恵まれ、町内

外から約６００名のランナーが参加しました。

　今回の大会では、公認心理師 ､臨床心理士の資格を生かしたランナー心理士としてご活躍中の「ぱつこ」

さん、吉賀町ふるさと応援大使の「ごんごんじい」のお二方を大会ゲストに迎えました。吉賀町長が２ｋ

ｍのコースを、「ぱつこ」さんが１０ｋｍのコースを走られ、多くのランナーとともに吉賀の町を快走し

ました。多くのテント村も並び、吉賀高校や六日市中学校の生徒がスタッフや出店者として参加するなど、

大会を盛り上げてくださいました。

　２００名を超える中高生を含むボランティアスタッフをはじめ、多くの方のご協力により無事大会を開

催することができました事をこの場を借りて御礼申し上げます。ありがとうございました。

＜よしか・夢・花・マラソン大会は、スポーツ振興くじ助成金を活用し実施しています＞

トピックス
話題・できごと
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元吉賀町消防団　分団長　道下博哉さんに叙勲の栄

　令和６年度高齢者叙勲が１月１日発令され、４９年

間の長きにわたって消防団活動に貢献された吉賀町樋

口の道下博哉さん（８８歳）に瑞宝単光章が授与され、

４月９日岩本町長から勲記と勲章が伝達されました。

　道下さんは、昭和３２年８月に旧六日市消防団に入団され、以後４９年間、町民の生命と財産を守り、

安全で安心して暮らせるまちづくりに情熱を注いでこられました。平成８年６月からは現在の吉賀町消防

団第５分団（蔵木地区）の分団長、を務められ、団員の士気高揚を図ると共に防火思想の普及や消防施設

の整備などの消防団活動の功績が叙勲の栄誉として認められたものです。

農業委員会から農業施策に関する意見書が提出されました

　令和７年４月１８日に、吉賀町農業委員会から町に対して農業施策に関する意見書が提出されました。

　農業委員会では、日々の活動を通して農業者の声をくみ上げ、「現場の声」をもとに農業施策の要望に

ついて、意見書にまとめました。

　意見書の主な内容は、新規就農者の受け入れ体制強化、集落営農など地域の共同活動に参加する多様な

担い手を確保すること、イノシシやサルなどの鳥獣被害防止対策、農業資材や肥料の価格高騰で影響を受

けている農家への支援などです。

　意見書は齋藤農業委員会会長、河野会長職務代理か

ら岩本町長に手渡され、今後の施策に反映していくよ

う、要望されました。

トピックス
話題・できごと

テニス・全国大会　報告

　４月８日から岐阜県・岐阜メモリアルセンターで１６歳以下の全国大会（ＭＵＦＧ全国ジュニアテニス

トーナメント２０２５）が開催されました。

　山口県予選大会を優勝した河口菜々美さん（六日市中２年・１４歳）が初出場しました。岐阜まで一人

で遠征しました。結果は本戦１回戦、東京都代表選手に０－６、３－６で惜敗し、コンソレーションに回

り１回戦勝利、２回戦不戦勝、３回戦で埼玉県代表に負けこの大会を終えました。

　１４歳以下の中国ランキング１位の河口さんは、今年度も全国大会にいくつも出場するでしょう。全国

で活躍できるようにこれからも吉賀町で練習していきます。
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《中学校　食育スクール》 《中学校　伝承料理》

《生き生き学級》 《男性料理教室》

【六日市班の活動】

《シニアカフェ》 《一皿運動》

各地区のサロンで高齢者の方へフレイル予防のレシピで手作りおやつの提供（シニアカフェ）を行って

います。また１人暮らしをしている高齢者（８０歳以上）の方を対象に一皿運動を行っています。Ｒ６

年度は１００人分の炊き込みご飯を作り、一人ひとりのお宅へ声掛けをしながら配りました。

六日市学童の子どもたちと一緒に夏休みのお弁当作りを行い、バランスのとれた食事や食育についての

話も行いました。

《お弁当作り》 《お弁当作り》
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６月は食育月間
心もからだも健康に、豊かでいきいきとした生活を送るため

に「食べること」についてしっかり考えてみませんか？

「食育」はすべての世代の人にとって大切なことです。

　吉賀町食生活改善推進協議会総会を４月２３日に開催しました。皆さんは、食生活改善推進員（通称「食

改さん」）をご存じでしょうか。食改さんは、“私たちの健康は、私たちの手で”をスローガンに食を通し

た健康づくりのボランティアとして活動をすすめる全国的な組織です。

　吉賀町食生活改善推進協議会の主な取り組み内容は、食育活動の推進・うす味の普及・野菜料理を今よ

り一皿増やす・食文化の伝承・地産地消の推進・高齢者の低栄養予防・全世代の禁煙の推進・運動習慣の

定着・がん検診の受診のすすめなどです。ピンクのエプロンとＴシャツが目印です。

　今年度も各地区での教室や訪問、イベントなどでお会いしますが、この活動にご理解いただき、一緒に

楽しく健康なまちづくりを目指しましょう。また一緒に活動してくださる会員の方も随時募集しておりま

すのでお近くの地域の食改さんや役場の保健師、栄養士までお声がけください。

　広報よしか６月、７月号では食改さんが令和７年度に実施した活動についてほんの一部とはなりますが

ご紹介していきたいと思います。

【柿木班の活動】

《小学校　収穫祭》 《小学校　もちつき》

小学生、中学生に食の大切さ、料理の楽しさを感じ、料理のできる大人になってほしいという思いで様々

な活動を行っています。毎年４月頃には小学校、中学校の先生と１年間のスケジュールを立てています。

地域の伝統についても伝承料理を通じて地域の方と一緒に子どもたちへ伝えています。

地域の高齢者の方とも一緒に料理を行い、簡単に作れる栄養たっぷりのレシピも紹介しています。
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7　　広報よしか　2025 年 6 月号　№ 236



広報よしか　2025 年 6 月号　№ 236　　8

柿木地域⇒ビ・容

木 金 土
４　　はとのゆ休館日 ５ ６

骨折・転倒予防教室

７

１１　はとのゆ休館日

　　　　ゆらら休館日

１２

手話通訳者設置日

松ヶ丘病院通院バス運行日

１３　はとのゆ休館日

　　　　（柿の里は営業）

からだ爽快教室

行政相談

１４　はとのゆ休館日

１８　はとのゆ休館日

きらきら広場

１９

障がい者就労相談

２０

脳活倶楽部

特設人権相談所

２１

２５　はとのゆ休館日

集団健診

断酒会鹿足例会

２６

手話通訳者設置日

集団健診

松ヶ丘病院通院バス運行日

２７ ２８

男女共同参画週間

６月２３日（月）～６月２９日（日）

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

柿木地域⇒資
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納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

６月３０日（月）

〈口座振替の方〉

６月３０日（月）

〈５月の納付対象科目〉

個人県民税等（１期）

下水道使用料

　　　　　（３・４月分）

集落排水処理施設使用料

　　　　　（３・４月分）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火
１ ２

松ヶ丘病院通院バス運行日

３

ストレッチ教室

妊婦・乳幼児健康相談

８　　みどりの日 ９ １０

ストレッチ教室

１５ １６

松ヶ丘病院通院バス運行日

１７

ストレッチ教室

ひきこもり相談日

２２ ２３

こころの相談

２４

妊婦・乳幼児健康相談

乳児健診

２９ ３０

松ヶ丘病院通院バス運行日

２０２５年（令和７年）

　６月　　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

朝倉・七日市⇒粗・容

朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商

朝倉・七日市⇒カ・容

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

河津・金山谷

　　　　⇒粗・容・ビ

　　　　　有・カ・商

柿木地域⇒資



広報よしか　2025 年 6 月号　№ 236　　10

保健だより
健康・食育・予防

毎年５月３１日は『世界禁煙デー』
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保健だより
健康・食育・予防

毎年５月３１日は『世界禁煙デー』
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況４月≫

●貸出総数　２７３３冊

●貸出人数　　４１９人

●来館者数　　５０４人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

※地域の公民館に図書返却ポストを置いています。

　ご利用ください。

【令和６年度の利用について】

　令和６年度もたくさんの方にご利用いただきありがとうございます。

　１年間の利用統計では、個人貸出冊数は 18,734 冊、移動図書館みたい号での貸出冊数は 11,632 冊、そ

　の他に施設などへの団体貸出などを含め総貸出冊数は、37,461 冊となりました。また、1年間に 4,910

　名の来館者がありました。これからもみなさんの読書を応援していきたいと思います。

【館内の展示コーナーについて】

　館内にはテーマを決め、本を並べた展示コーナーがあります。１～２ヶ月毎にテーマが変わります。

　写真は４月の展示の様子です。来館された時は、どうぞご覧ください。

吉賀町立図書館

柿木公民館

芒種。二十四節気の一つで、旧暦では５月上旬頃、新暦では６月６日頃を指し夏至までの１５日間をいい

ます。ホタルが飛び交い、梅の実が色づき始める頃です。「芒種」の「芒」とは、稲や麦などの穂先にあ

る硬い毛のことで、文字通りその種をまく時期という意味ですが、稲の種まきは、この時期よりも早く行

われています。梅が手に入ったら梅エキスや梅酒、減塩梅干しを作ってみませんか。梅干しには、疲労回復、

消化促進、抗菌作用など様々な効果があるそうです。一日一粒で「医者いらず」といわれているようです。

【今月の本の紹介】

信長公記　　　　　　　　　　太田　牛一　　　　　　　　　　　天気と気象　　　　　佐藤　公俊

史上最悪のウイルス　　　　　カール・タロウ・グリーン　　　　四角い布で子供服　　藤井　あつ子

見せる収納片づけない収納　　主婦と生活社　　　　　　　　　　心残りは・・・・　　池部　良

キャンプの教科書　　　　　　長谷部　雅一　　　　　　　　　　敵討　　　　　　　　吉村　昭

光源　　　　　　　　　　　　桐野　夏生　　　　　　　　　　　亡国のイージス　　　福井　晴敏

神苦楽島　　　　　　　　　　内田　康夫　　　　　　　　　　　日本の城　　　　　　古舘　明廣

そらからみると　　　　　　　みねお　みつ　　　　　　　　　　ふっと・・・・　　　内田　麟太郎

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

＜場　所＞　絵本コーナー

＜テーマ＞　いろんな国のお話

＜場　所＞　受付前

＜テーマ＞　ぽかぽか春

＜場　所＞　館内入口付近

＜テーマ＞　赤ちゃんバッグ
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《
寄
稿
》

老
兵
死
す
と
も
名
を
残
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

『
花
は
広
石
し
ま
さ
く
に
河
原
～
』
と

旧
六
日
市
町
音
頭
に
真
先
に
歌
に
唄
わ
れ

て
い
た
、
広
石
土
手
（
国
道
187
号
線
添
い

の
道
）
の
桜
並
木
の
こ
と
で
す
。
今
で
も

広
石
地
区
の
青
年
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
木

の
周
辺
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て

皆
さ
ん
が
よ
り
美
し
い
桜
を
目
に
出
来
る

様
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
こ
の
桜
が
危
機
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
桜
達
は
樹
齢
約
90
年
超
と

推
定
さ
れ
て
い
る
老
木
で
す
。
現
在
100
才

位
の
人
が
「
あ
れ
は
私
等
が
植
え
た
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
・
・
・
染
井
吉

野
の
寿
命
は
30
～
50
年
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
広
石
の
桜
は
そ
れ
を
遙
か
に
越

え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
近
耳

に
入
り
始
め
た
の
が
こ
の
超
寿
命
の
桜

を
、
特
に
倒
伏
の
危
険
度
の
高
い
木
か
ら

伐
採
す
る
と
言
う
話
で
す
。
今
各
地
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
松
や
街
路
樹
等
の
倒
伏

の
数
々
、
広
石
の
桜
も
こ
の
例
に
な
ら
い

話
が
進
め
ら
れ
て
い
る
様
で
す
。
国
道
添

い
で
す
の
で
走
行
中
の
車
に
折
れ
た
木
が

直
撃
し
た
ら
・
・
・
と
い
う
思
い
が
皆
さ

ん
の
共
通
の
思
い
の
よ
う
で
「
切
ろ
う
」

と
な
っ
た
と
の
事
で
す
。

　

何
十
年
も
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

し
か
も
歌
に
も
う
た
わ
れ
た
「
広
石
土
手

の
桜
並
木
」
が
並
木
で
は
な
く
な
る
の
は

寂
し
い
限
り
で
す
。

　

今
は
国
交
省
の
管
理
下
に
あ
っ
て
地
区

民
が
勝
手
に
手
を
出
す
事
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
昔
の
様
な
桜
並
木
が
何
十
年
後
か
に

復
活
し
て
く
れ
る
こ
と
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
方
策
を
考
え
て
頂
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十
四
（
後
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

代
も
下
が
り
て
桃
山
・
江
戸
期
（
凡
そ

三
百
年
～
四
百
年
前
）
に
な
る
と
屋
型
造

り
も
軒
を
長
く
そ
し
て
低
く
し
て
障
子
戸

を
巡
ら
す
。
よ
っ
て
、
白
昼
で
も
薄
暗
く

成
り
部
屋
内
部
に
は
神
佛
具
を
始
じ
め
床

の
間
に
は
四
季
折
々
の
掛
軸
や
香
炉
あ
る

い
は
、
又
、
周
辺
に
は
六
曲
一
双
の
屏
風
・

間
仕
切
り
の
襖
絵
等
が
有
り
夜
間
に
は
御

燈
明
台
の
油
・
芯
の
薄
暮
の
如
き
灯
り
を

燈
す
。
つ
ま
り
是
は
促
闇
の
世
界
で
あ
り

そ
し
て
是
等
の
物
品
を
味
わ
い
深
く
愛
で

た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
一
種
の
幻
想
、

又
、
奥
床
し
さ
も
さ
る
事
な
が
ら
に
後
々

も
其
の
物
の
持
つ
魂
の
余
韻
す
ら
脳
裡
に

い
つ
ま
で
も
残
映
す
。
又
、
何
の
変
哲
も

無
き
御
販
櫃
に
し
て
も
薄
黒
塗
り
の
渋
き

色
合
い
は
闇
に
紛
れ
て
其
の
中
の
御
販
粒

ま
で
も
銀
色
に
輝
き
両
双
共
々
に
鈍
く
増

す
光
り
に
光
明
な
る
宝
物
の
如
く
に
見
参

さ
れ
も
す
る
。
蠟
燭
よ
り
暗
き
、
ほ
の
か

な
る
灯
り
燈
明
こ
そ
が
大
和
人
の
心
を
と

ら
え
同
時
に
其
の
金
線
を
振
わ
せ
る
。
又
、

随
所
に
お
い
て
も
極
く
自
然
に
表
現
さ
れ

し
も
の
で
あ
る
。
是
と
は
あ
か
ら
さ
ま
に

真
昼
の
如
き
螢
光
灯
の
下
で
是
等
を
眺
め

れ
ば
名
だ
た
る
名
品
を
も
唯
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
し
か
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、

呆
氣
無
く
儚
く
立
ち
待
ち
落
胆
の
境
地
に

他
な
ら
な
い
始
末
。
あ
る
い
は
「
茶
室
」

に
し
て
も
畳
三
帖
敷
き
の
薄
暗
き
一
室
に

て
簡
素
な
る
床
の
間
造
り
に
掛
る
一
幅
の

掛
軸
を
心
行
く
ま
で
眺
め
堪
能
し
て
宗
匠

の
掟
作
法
の
立
て
し
一
服
の
御
茶
・
端
の

炉
の
鉄
釜
の
湯
沸
き
つ
つ
沸
騰
音
と
共
に

そ
こ
は
森
羅
万
象
小
宇
宙
化
と
も
成
す
。

　

外
苑
に
て
は
四
季
折
々
の
草
花
・
野

鳥
・
虫
の
声
や
自
然
の
息
遣
い
等
々
・
・
・

内
外
共
々
に
侘
び
・
寂
・
移
ろ
い
を
も
連

れ
醸
し
出
す
。
時
折
り
の
一
陣
の
風
に
身

が
・
心
が
・
大
自
然
の
中
に
透
け
込
み
融

和
一
体
化
助
長
自
ら
を
重
ね
合
す
。
総
じ

て
然
る
に
是
は
常
々
に
闇
か
ら
生
じ
闇
に

返
る
。
正
し
く
是
等
は
大
和
国
固
有
な
る

象
徴
・
文
化
・
芸
術
と
悉
く
思
案
せ
し
昨

今
で
は
あ
る
。

　

「
流
行
歌
・
花
の
浮
世
の
恋
太
郎
」

花
の
浮
世
を
三
筋
の
糸
に
掛
け
て
三
七
、

賽
の
目
く
ず
れ
行
こ
か
中
山
も
ど
ろ
か
伊

豆
路
、
却
半
合
羽
か
草
鞋
に
問
え
ば
、
銀

の
鐺
は
西
を
向
く
、
粉
な
長
脇
差
落
し
差

し
、
花
の
浮
世
の
恋
太
郎
。

ちょうみんひろば

　

《
俳
句
》

琴
の
音
に
津
和
野
に
運
ぶ
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

動
き
出
す
大
地
の
目
覚
め
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

緑
濃
き
濃
い
茶
に
酔
ふ
た
か
青
も
み
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

休
耕
の
畑
其
処
此
処
の
蓬
濃
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

花
時
や
巨
大
な
鯉
に
立
ち
止
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

本
土
か
ら
隠
岐
の
島
へ
と
十
二
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

空
如
雨
露
畑
に
置
き
去
る
穀
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

ラ
イ
ダ
ー
の
身
を
斜
に
構
へ
春
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

花
屑
の
走
る
校
庭
一
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

留
守
番
の
独
り
笑
ひ
や
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

コ
ン
パ
ク
ト
花
の
吐
息
に
く
も
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　《
川
柳
》

薄
頭
そ
れ
で
も
染
め
て
騙
す
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

欲
ぼ
け
が
騙
し
と
ら
れ
る
平
和
な
世

 

　

 　

 　

 　

 

　

 

　
　

石
村　

菊
夫

寝
か
し
つ
け
寝
た
子
と
目
合
い
延
長
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅
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ら
え
同
時
に
其
の
金
線
を
振
わ
せ
る
。
又
、

随
所
に
お
い
て
も
極
く
自
然
に
表
現
さ
れ

し
も
の
で
あ
る
。
是
と
は
あ
か
ら
さ
ま
に

真
昼
の
如
き
螢
光
灯
の
下
で
是
等
を
眺
め

れ
ば
名
だ
た
る
名
品
を
も
唯
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
し
か
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、

呆
氣
無
く
儚
く
立
ち
待
ち
落
胆
の
境
地
に

他
な
ら
な
い
始
末
。
あ
る
い
は
「
茶
室
」

に
し
て
も
畳
三
帖
敷
き
の
薄
暗
き
一
室
に

て
簡
素
な
る
床
の
間
造
り
に
掛
る
一
幅
の

掛
軸
を
心
行
く
ま
で
眺
め
堪
能
し
て
宗
匠

の
掟
作
法
の
立
て
し
一
服
の
御
茶
・
端
の

炉
の
鉄
釜
の
湯
沸
き
つ
つ
沸
騰
音
と
共
に

そ
こ
は
森
羅
万
象
小
宇
宙
化
と
も
成
す
。

　

外
苑
に
て
は
四
季
折
々
の
草
花
・
野

鳥
・
虫
の
声
や
自
然
の
息
遣
い
等
々
・
・
・

内
外
共
々
に
侘
び
・
寂
・
移
ろ
い
を
も
連

れ
醸
し
出
す
。
時
折
り
の
一
陣
の
風
に
身

が
・
心
が
・
大
自
然
の
中
に
透
け
込
み
融

和
一
体
化
助
長
自
ら
を
重
ね
合
す
。
総
じ

て
然
る
に
是
は
常
々
に
闇
か
ら
生
じ
闇
に

返
る
。
正
し
く
是
等
は
大
和
国
固
有
な
る

象
徴
・
文
化
・
芸
術
と
悉
く
思
案
せ
し
昨

今
で
は
あ
る
。

　

「
流
行
歌
・
花
の
浮
世
の
恋
太
郎
」

花
の
浮
世
を
三
筋
の
糸
に
掛
け
て
三
七
、

賽
の
目
く
ず
れ
行
こ
か
中
山
も
ど
ろ
か
伊

豆
路
、
却
半
合
羽
か
草
鞋
に
問
え
ば
、
銀

の
鐺
は
西
を
向
く
、
粉
な
長
脇
差
落
し
差

し
、
花
の
浮
世
の
恋
太
郎
。

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

        

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な

　

い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 7年 4月 30 日現在）
 人　口　5,493 人　 (+ 8)
 　男　　2,646 人　 （+ 3）
　 女　　2,847 人　 （+ 5）
 世帯数　2,927 世帯（+14）

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
４
月
届
出
）

　

長
尾　

浪
江　
　

さ
ん　

96
歳　
　

有
飯

　

赤
松　

貞
子　
　

さ
ん　

94
歳　
　

木
部
谷

　

小
濱　

勇　
　
　

さ
ん　

93
歳　
　

立
河
内

　

岡
村　

康
人　
　

さ
ん　

78
歳　
　

六
日
市

　

中
村　

稔　
　
　

さ
ん　

73
歳　
　

沢
田

　

山
本　

光　
　
　

さ
ん　

105
歳　
　

九
郎
原

　

槇
田　

虎
史　
　

さ
ん　

50
歳　
　

有
飯

　

水
上　

キ
リ
ヱ　

さ
ん　

94
歳　
　

樋
口

　

齋
藤　

稔
惠　
　

さ
ん　

88
歳　
　

朝
倉

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

〖
お
詫
び
と
訂
正
〗

　

広
報
よ
し
か
５
月
号
№
235
の
中
で
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

〇
21
頁　

中
村
舞
夏
さ
ん
の
《
ふ
り
が
な
》

　

〈
正
〉
な
か
む
ら　

ま
い
か

　

〈
誤
〉
な
か
む
ら　

ま
い

〇
54
頁　

竹
中
和
博
さ
ん
の
《
俳
句
》

　

〈
正
〉
畑
返
し
慌
て
る
蟇
の
目
は
虚

　

〈
誤
〉
畑
返
し
慌
て
る
墓
の
目
は
虚

ロ
マ
ン
ス
を
夢
み
て
投
資
騙
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

騙
し
た
と
人
を
せ
め
ず
に
ま
ず
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

連
絡
に
騙
さ
れ
ま
い
と
無
ケ
イ
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

そ
ろ
ば
ん
の
下
ム
カ
デ
の
お
も
ち
ゃ
騙
さ
れ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

朝
は
冬
昼
は
夏
だ
よ
衣
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

堀
に
鯉
桜
水
面
に
金
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

《
短
歌
》

猿
ど
も
の
飼
て
る
ご
と
し
友
嘆
き

　

夜
毎
出
て
馬
鈴
薯
食
ふ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

お
日
さ
ま
の
温
も
り
残
る
引
出
し
の

　

パ
ジ
ャ
マ
ま
と
い
夢
の
世
界
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

こ
の
冬
の
雪
を
し
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